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分担研究報告書 

 

痛みセンターを中心とした慢性疼痛診療システムの均てん化と 

診療データベースの活用による医療向上を目指す研究 

 

研究分担者  天谷 文昌 京都府立医科大学大学院医学研究科 教授 

 

研究要旨 

 慢性疼痛は器質的な要因と⼼理・社会的な要因が複合的に関わるため従来の縦割り型診療
では改善させられないケースも多い。京都府立医科大学集学的痛みセンターにおいて治療を

行っている慢性疼痛患者について、多職種カンファレンスを1回/月の頻度で実施し、診療の

充実を図った。 

 

Ａ．研究目的 

慢性疼痛は器質的な要因と⼼理・社会的な
要因が複合的に関わるため従来の縦割り型診
療では改善させられないケースも多い。本研
究事業ではこれまで１）本邦における慢性疼
痛の現状の疫学調査（医療経済的な⾯も含め
る）や海外での慢性疼痛診療体制やその成果
の調査、２）本邦の状況に適した慢性疼痛の
集学的診療体制の構築とその診療体制を地域
に根ざすための地域ネットワークモデル事業、
３）慢性疼痛に対する治療の適正化を進める
ためのガイドラインの作成、４）国⺠や医療
者に慢性疼痛を学習・理解してもらい治療の
窓⼝や対処の仕⽅などが判るようにするため
の広報などに取り組むなど、基盤となる事業
を進めてきた。さらに、慢性疼痛医療を担う
運動器、神経系、精神⼼理の専⾨家に加えて
疫学研究者を集結させて、慢性疼痛の診断や
治療に関するエビデンスを⽰すこと、そして
より本邦に適した痛み診療システムを構築し
ていく。具体的には集学的痛みセンターの構
築（新たな痛みセンターの⽴ち上げ、今まで
出来ている痛みセンターの成績の解析と充実
化、新たな前向き研究の実施）を⾏っていく。 
 

Ｂ．研究方法 

京都府立医科大学集学的痛みセンターにお

いて治療を行っている慢性疼痛患者について、

多職種カンファレンスを 1 回/月の頻度で実

施した。 

 

（倫理面への配慮） 

特記すべき事項なし 

 

Ｃ．研究結果 

多職種カンファレンスにより、さまざまな

疼痛アプローチが提案され、慢性痛患者の診

療の充実を図ると共に、痛みセンターにおけ

る診療が充実した。 

 

Ｄ．考察 

痛みセンターにおける活動をさらに充実さ

せ、対外的に発信することで、地域の慢性痛

患者の治療センターとしての役割を果たす必

要がある。 

 

Ｅ．結論 

痛みセンターにおける多職種カンファレン

スを定期開催し、診療の充実を図った。 

 
Ｆ．健康危険情報 

総括研究報告書にまとめて記載 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得  

なし 

2.実用新案登録  

なし 

3.その他 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


